
　令和元年５月28日東京都新宿区のリーガロイヤルホテル東京において、結核予防事業資金として結核予防
会に多額のご寄附をいただいた個人や団体の方々に、秋篠宮皇嗣妃殿下より感謝状が授与されました。
　また、記念撮影とお茶会が行われ、資金寄附者の方々となごやかなひとときを過ごされました。

　秋篠宮皇嗣妃殿下は、令和元年７月８日赤坂東邸にて令和元年度「持続可能な開発目標（SDGs）達成に
向けたユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）時代における結核制圧コース」の７カ国９名の研修生
とご懇談され、研修生一人ひとりとお言葉を交わされました。

資金寄附者等感謝状贈呈式並びにお茶会

結核研究所国際研修生との懇談会
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複十字シール運動表敬訪問

厚生労働大臣を表敬訪問
　８月26日（月）、複十字シール
運動開始にあたって、公益財団法
人結核予防会の工藤翔二理事長と
公益社団法人全国結核予防婦人団
体連絡協議会の木下幸子会長が根
本匠厚生労働大臣（当時）を表敬
訪問いたしました。
　日本は未だ中蔓延国を脱してお

らず、従来からの高齢者の結核と
ともに、とりわけ外国出生者結核
への対応が重要であり、更なる努
力が必要であることや複十字シー
ル運動においては、婦人会の協力
を得て、全国で結核予防の大切さ
伝える活動を継続して行っている
ことをお伝えしました。

　根本大臣からは結核予防の普及
啓発活動への激励の言葉をいただ
き、最後に第70回結核予防全国大
会で採択された決議宣言文に要望
書を添えて理事長よりお渡ししま
した。

宮婦連健康を守る母の会
会長　大友　富子

　　　　　　　　令和最初の年の
７月23日、宮城県
結核予防会の渡辺
彰理事長はじめ、
宮婦連健康を守る
母の会の総勢９人

で宮城県知事を表敬訪問しました。

　当日は佐野副知事に昨年度の複
十字シール運動の協力御礼と今年
度の協力をお願いしました。
　また、全結核罹患率について当
県が全国で最も低い県でしたが、
まだまだ地域格差が大きく近年
は、グローバル化により外国の方
の結核患者が今後も増えていくこ
とが予想されることなどをご説明
しました。

　９月21日には複十字シール募金
街頭キャンペーンを例年通り仙台
駅前で繰り広げました。
　結核はもう過去の病と思われて
いるのかもしれませんが、１日も
早い低蔓延国からの脱却を目指
し、恐ろしい病だとわかってもら
えるよう県民、市民の方々に啓蒙、
普及を図っていきたいと思ってお
ります。

複十字シール運動表敬訪問

知事表敬訪問
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群馬県地域婦人団体連合会
会長　関　マツ

　　　　　　　　今年も複十字
シール運動が始ま
る８月１日、県結
核予防婦人会会
長、副会長、県健
康づくり財団専務

理事の６名で、知事の表敬訪問を
行いました。県では知事の代理と
して健康福祉部長、同課長、保健
予防課長、同医監が出席されました。

　婦人会長より、結核を中心とし
た胸の病気をなくし健康で明るい
社会をつくるため、その実現に向
けて募金活動を行っていると挨拶
し、複十字シール運動への理解と
協力をお願いしました。
　武藤健康福祉部長から現在の県
として結核についての取り組みや
現状などの説明をいただきまし
た。群馬県では結核は減少傾向に
あり、低蔓延県になったとのこと
でした。
　続いて、武藤部長へ複十字シー

ル運動の啓発用グッズを贈呈、そ
れぞれの地域の取り組みや問題点
について話し合いました。
　特に、70歳以上の新登録患者が
全体の50％以上であること、外国
出生患者の増加、若年層の増加が
みられるなど、まだまだ気を引き
締めてこの運動に取り組んでいか
なければならないと、思いを新た
にしました。
　最後に武藤部長を囲み記念写真
を撮り、表敬を終わりました。

岐阜県結核予防婦人部連合会
会長　竹中　昌子

　　　　　　　　７月25日（木）、
結核予防会岐阜県
支部の高木敏彦支
部長とともに、こ
の４月から就任さ
れた平木省副知事

を表敬訪問しました。
　県庁副知事室で、初めてお目に
かかりご挨拶すると「男女共同参
画社会づくり功労者内閣総理大臣
表彰おめでとうございます。この
表彰は大変すばらしいですよ」と
喜んでいただきました。そんな穏
やかな雰囲気の中で知事表敬訪問
が始まりました。

　高木支部長から結核は今でも患
者が発生しており、結核制圧に向
けた取り組みや結核予防会の現状
を報告し、今後に向けてのご理解・
ご協力をお願いしました。
　また、婦人会からは複十字シー
ル運動の活動の一端をご報告しま
した。若いお母さんが、私たちに
かけよってきて、「子どもの通っ
ている学校の健診で、結核とわ
かって初めは驚きましたが、６カ
月間薬をきちんとのめば治ると言
われ、最後まで治療を続けました。
今は元気に学校へ通っています。
本当にありがとうございました」
とうれしそうに話しかけてくれま
した。また、笑顔で感謝の気持ち
といって募金してくれました。

　このような素敵な出会いを経験
すると、複十字シール運動の大切
さや今後も頑張ろうと元気が出て
きます。その気持ちは知事表敬に
同行した副会長２名も一緒でした
ので、婦人会の複十字シール運動
への呼びかけに対する思いを知事
にお伝えし、協力をお願いしました。
　平木副知事は、地道に結核予防
の大切さを伝える活動は重要であ
り、積極的に取り組んでいくよう、
知事に伝えますと応対してくださ
いました。
　この日の出来事を忘れず、結核
のない健康社会の実現に向けて頑
張っていこうと心新たにしまし
た。
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徳島県結核予防婦人団体連合会
会長　藤田　育美

　　　　　　　　８月１日、複十
字シール運動開始
日に合せて、結核
予防会徳島県支部
の皆様と当団体役
員で徳島県知事を

表敬訪問し、複十字シール運動の
意義や目的、そして取組みについ
て報告をし、広く県民にも普及を

図っていただけるよう要望を致し
ました。
　また、９月２日には、「健康を
考える県民のつどい」に参加し、
会場で「複十字シール運動募金活
動」を実施しました。会場には「よ
い歯の高齢者表彰」受賞者の方々、
婦人会員や看護学生、一般の方な
ど様々な年代の方が参加してお
り、学生には複十字ぼうやのカッ
トバンとリーフレットの配布、高
齢の方には、結核が決して過去の

ものではないことをお話しながら
募金活動をしました。
　今後は、来年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向けて「結
核の撲滅と受動喫煙の防止」につ
いて研修や周知に励み、ひとりで
も多くの方に複十字シール運動の
本質をご理解いただけるよう活動
の輪を広げて参りたいと考えてお
ります。

長崎県結核予防婦人会
会長　西山　智子

　　　　　　　　結核や胸部疾患
への関心を高め、
健康で明るい社会
をつくるための複
十字シール運動
が、今年も始まり

ました。８月１日に知事表敬訪問
ができ、知事のお顔を見ることが

出来ました（長崎県では初めての
ことです）。
　この運動は、20世紀初頭デン
マークで始まったとされ、複十字
シールは現在世界80カ国以上で作
成され活動が広がっていること、
募金協力者に複十字シールを配り
予防意識を高めていること等を紹
介し、婦人会は『結核は昔の病気
ではなく、日本の重大な感染症で
ある』と伝え協力をお願いしました。

　結核予防長崎県支部常務理事は
「早期発見・早期治療が何より大
切」と伝えられました。長崎県は、
罹患率が全国ワースト10の中にい
つも入っているので、その原因は
何かを究明し検討することにしま
した。
　知事からは「行政も一緒に取り
組まないといけない課題、予防を
含めてしっかりやる」と力強い言
葉を頂きました。

知事表敬（結核予防会徳島県支部と） 複十字シール運動募金活動で徳島県マスコットのすだちくんが応援に

知事表敬訪問（知事、福祉部長、支部常務理事、婦人会）
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平成30年度複十字シール募金結果報告
ご支援ありがとうございました

　平成30年度の複十字シール運動
は、厚生労働省、文部科学省、公
益社団法人全国結核予防婦人団体
連絡協議会の後援を得て、全国規
模での募金活動を実施しました。
募金総額は2億101万円、そのうち
約３分の１にあたる6,179万円は
婦人会活動を通していただきまし
た。婦人会の皆様には、募金の呼
びかけ、キャンペーンでの街頭募
金活動、知事表敬による運動への

協力依頼等、多大なご協力をいた
だき心より感謝申し上げます。
　諸経費を除いた募金（益金）は
図の通り、結核予防の広報や教育
資材の作成、研修会や結核予防全
国大会の開催等の「普及啓発」、
開発途上国の結核対策支援「国際
協力」、全国の結核予防団体の活
動支援「事業助成」、結核の「調
査研究」等に使わせていただきま
した。

　募金の方法には、郵送にて募金
をお願いする方法や市町村等にお
願いする方法等があります。その
方法別の募金額では、５割を超す
自治体で婦人会を通じた活動によ
る募金が一位を占めました。婦人
会の皆様のご支援に重ねてお礼を
申し上げますとともに、引き続き
複十字シール運動へのご協力をよ
ろしくお願いいたします。

平成30年度複十字シール募金�
益金使途内訳

募金総額� 201,010,308円
益　　金（募金総額より諸経費を除いた額）�
� 175,469,827円

結核予防会寄付型自販機　設置のご報告

　飲料の売り上げの一部が、複十字シール募金となります。設置者様にはご協力いただきありがとうご
ざいます。
　一部となりますが、紹介させていただきます。

財団法人山口県婦人教育文化会館様（山口）
社会福祉法人長与町社会福祉協議会様（長崎）
宮崎県地域婦人連絡協議会様（宮崎）
社会福祉法人二丈福祉会くらじの里家様（福岡）
社会福祉法人二丈福祉会仙寿苑様（福岡）

設置に関するお問い合わせ・お申し込みは、「特
定非営利活動法人寄付型自動販売機普及協会」
（フリーダイヤル：0120-937-650）までお願い
いたします。

普及啓発

99,465,686円
56.7%

国際協力

41,207,631円
23.5%

事業助成

33,889,504円
19.3%

調査研究

907,006円
0.5%

長崎県長与町社会福祉協議会様 宮崎県地域婦人連絡協議会様
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タイのバンコクを訪れて

　昨年の12月、タイのバンコクで
開催された「第11回母子手帳国際
会議」に出席いたしました。アジ
ア、中東、アフリカ、ヨーロッパ
などの29の国と地域から447名が
参加したこの国際会議のテーマは

「持続可能な開発をめざす人生最
初の1,000日間の奇跡―家庭にある
ツールとしての母子手帳」でした。
　タイは、1980年代から母子手帳
の導入を始めた国です。この会議
では、母子手帳の活用について参
加者が情報を交換し、世界の妊産
婦の健康と子どもたちの健やかな
成長のために、母子手帳を今後さ
らに役立てていくための話し合い
がおこなわれました。特に、妊娠
から始まる1,000日の間に、母子
手帳によって、健康に関する情報、
正しいケアや適切な栄養について
知ることができることが、大きな
変化につながっていくことを認識
する貴重な機会になりました。
　会議の最後に採択された「バン
コク宣言」では、最初の1,000日
間に母親と子どもが適切な医療ケ
アを途切れることなく受けるため
に、母子手帳を家族で持つことが
有効であることが強調されまし
た。そして、各国政府やNGOな
どが協力して母子手帳の普及を進
め、母子の健康に関する知識を
人々に広めるために手帳を活用す
るとともに、新しい技術を導入し
て誰にでも使いやすい仕組みに改
良していこうという目標が示され
ました。
　母と子が世界のどのような場所

に住もうと、どのような状況の下に
あろうとも、適切な継続的ケアを
可能にする上で、母子手帳にはと
ても重要な役割があると思います。
世界ではいまだに多くの人々が、
自然災害や紛争、貧困の影響を受
けています。また、多くの人々が
結核やHIV/AIDS、マラリアなど、
予防可能な感染症で苦しんでいま
す。障がいなどのために特別な支
援を必要とする人々もいます。こ
うした中で、国連の持続可能な開
発目標に掲げられた「誰ひとり取
り残さない（No one left behind）」
は、母子手帳に取り組むときに心
に留めておくべき大事な言葉の一
つと強く感じました。母子手帳が
困難な状況にある母親と子どもの
健康も守る大事なツールになるこ
とを願っております。

結核研究所の元国際研修生の
方々との再会

　バンコク滞在中に、タイで結核
対策の仕事で活躍している三人の
専門家にお会いしました。1990年
代の日本の結核研究所における国
際研修に参加した方々で、現在、
タイの保健省で働いている方もい
らっしゃいました。そのお一人は、
昨年10月にオランダで開催された
「肺の健康国際会議」でもお目に
かかり、シンポジウムでタイの結
核対策について発表されました。
　タイにおいても、日本と同様に
高齢化が進んでおり、高齢者の健
康の問題についてもお話がありま
した。日本からの協力を得つつ、
例えば、地域での高齢者の医療や
リハビリテーション、さらに退院
後の生活の支援を連携して円滑に

おこなうための仕組み作りなどが
進んでいるそうです。
　続いて、タイの結核対策につい
てお話を伺いました。タイの結核
罹患率は、人口10万対153であり、
日本の罹患率13.3の10倍以上です。
国を挙げて結核対策を進め、罹患
率は年々低下していますが、近年、
都市部で厳しい生活を送る出稼ぎ
労働者が結核を発病する事例が増
えているとのことでした。また、
治療を中断してしまう患者も多
く、多剤耐性結核やHIVとの重複
感染が大きな問題になっているよ
うです。こうした課題を聞きつつ、
今後も、それぞれの国で、積極的
に結核予防活動をおこなっていく
ことの重要性を共有しました。

タイの王室と結核対策

　また、タイの王室の方々が結核
対策に関わってこられたお話を伺
い、王室との関わりのあるお品と
小冊子を受け取りました。
　お品は、現国王陛下の祖父君で
あり、「タイ医学の父」として知
られるソンクラーナカリン（マヒ
ドン）殿下のお写真が掲げられた
時計です。結核予防会を作るよう
にとおっしゃったお言葉も刻まれ
ています。ソンクラーナカリン（マ
ヒドン）殿下は、ご自身も結核に
罹患されました。そして殿下は、
人々を助けるために結核予防の組
織を作るようにと大臣に伝えら
れ、それを受けて設立された結核
予防会の総裁になられました。
　いただきました小冊子は、プー
ミポンアドゥンラヤデート前国王
のご活動などを紹介するもので

タイとフィンランドを訪問して
結核予防会総裁　秋篠宮紀子



（7）健　康　の　輪令和元年11月15日

す。前国王も結核対策に熱心に取
り組まれ、ご自身で作られた曲を
タイの結核予防会の行事で演奏す
ることをお許しになりました。結
核治療薬やBCGワクチンを製造
する設備のための寄付をされたこ
とも記されています。

　この度のバンコクの訪問は、母
子保健や結核対策の分野のみなら
ず、高齢者の健康対策についても、
タイと日本の関係者が協力してい
ることを知る、貴重な機会になり

ました。

フィンランドの結核対策

　今年は日本とフィンランドの外
交関係樹立100周年にあたり、ご
招待を受けて、７月に宮様とフィ
ンランドを訪問しました。
　そ の 折 に、 結 核 対 策 の 団 体
Finnish Lung Health Association
（通称Filha）で活動をされている
お二人から、結核についてのお話
を伺いました。

　フィンランドでは、1907（明治
40）年に結核対策のための団体
Tuberkuloosin Vastustamisyhdistys
（結核対策協会）が設立されまし
た。Filhaは、この結核対策協会
を前身とする、フィンランドで保
健対策に携わる最も古い団体の一
つです。
　結核対策協会は、1913（大正２）
年から結核専門看護師の養成を始
めました。そして、1940（昭和
15）年からX線検診、BCG接種、
結核専門医の研修をおこなうよう
になり、フィンランド国内の結核
患者を減少させるために大きな役
割を果たしてきました。1990年代
からは近隣国であるロシアやエス

トニアの結核対策への協力など、
国際的な活動が増えてきているそ
うです。
　1930年代には、１時間に１人が
結核で亡くなるといわれたほど、
結核の患者が多かったフィンラン
ドですが、現在では、新規の結核
患者は年間200人程度です。結核
対策は、喘息のような呼吸器疾患
への対策の一部となりましたが、
少ない結核患者を確実に発見し、
治療するために、一般の人々に対
する啓発活動に加え、医師の結核
に関する専門知識を維持するため
の活動が必要になっているという
ことでした。
　結核対策協会が設立100周年を
迎えた2007（平成19）年に作られ
た小さな置物を記念にいただきま
した。円形が重なるこのしゃれた
ガラスの置物は、美術系の大学の
公募で入賞した学生がデザインし
たものと聞きました。

　今後、日本が結核の低蔓延国に
なる目標を達成した時の結核対策
の在り方について、参考になるお
話を伺うことができ、意義深いひ
とときをすごしました。

プーミポンアドゥンラヤデート前国王
陛下と結核予防会についての小冊子

複十字があしらわれたFilhaのマーク

結核対策協会設立100周年記念品

ソンクラーナカリン（マヒドン）殿下の
お言葉が刻まれた時計
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　　　　　　　　この度、愛知県
地域婦人団体連絡
協議会会長を仰せ
つかりました河野
でございます。会
長としての重責に
身の縮む思いを抱

きつつ、日々活動しています。
　さる８月１日複十字シール運動
初日に、愛知県地域婦人団体連絡
協議会から会長・副会長、愛知県
健康づくり振興事業団から理事長
ならびに事業団関係者の方々と共
に、愛知県副知事　青山 桂子　氏 
を表敬訪問し、理事長より複十字
シール運動の趣旨説明をし、協力
をお願いしてきました。また、私
たちは機会あるごとに人々にこの
運動の趣旨を繰り返し説明し、理
解を深めて頂くことで、結核等胸
部疾患の罹患率低減に繋がるので
はないかと考え、行動しています。
　今後におきましても皆様の力を
お借りしながら力足らずではあり
ますが、全力を尽くしてまいります。
　ご指導、ご協力のほどよろしく
お願い申し上げます。

　　　　　　　　今年度より、奈
良県健康を守る婦
人会の会長という
重 責 を 受 け 賜 わ
り、身も心も引き
締まる思いであり
ます。これからは、

色々と諸先輩方々のご意見やご指
導を受け賜わりながら、前向きに
進んでまいりたいと思います。特
に奈良県としては、これからも結
核予防に関する啓発及び普及に、
力を入れていきたいと思っており
ます。何分、一からの出発でござ
いますので、皆様方のご指導、ご

鞭撻の程よろしくお願い申し上げ
ます。

　　　　　　　　今年度から島根
県の代表になりま
した野々内です。
よろしくご指導く
ださい。
　私たちは、島根
県連合婦人会が、

結核予防婦人会を兼務しています
ので、日々の婦人会活動と共に複
十字シール運動や検診推進に努め
ています。
　８月１日には、この春、就任さ
れた丸山達也県知事を表敬訪問
し、複十字シールの歴史や活動内
容について、島根県環境保健公社
の水津副理事長と共にお話さてい
ただき、温かいエールを頂きました。
　長い歴史ある活動です。私たち
は今後も地域住民・行政・医療従
事者の皆さんと協力して結核予防
への関心を高め行きたいと思いま
すのでよろしくお願いします。

　　　　　　　　この度、高知県
健康づくり婦人会
連合会の会長に就
任いたしました熊
田でございます。
　私たち、高知県
健康づくり婦人会

連合会は「健康づくりは幸せづく
り」を合言葉に、高知県の目指す

「日本一の健康長寿県構想」に沿っ
た健康長寿社会の実現に向けて、
特定健診やがん検診の受診勧奨活
動や、生活習慣病予防のための啓
発活動、そして複十字シール募金
を「シール募金は健康募金」と位
置づけ、結核や肺がん・CОPD
を含む胸部疾患に対する知識の啓

発と募金活動を幅広く展開してい
ます。
　折しも、「健康増進法の一部を
改正する法律」の施行により、受
動喫煙防止法が強化され健康に対
する意識は益々高まっています。
　こうした中、会員の高齢化が進
む状況ではありますが、「健康に
勝る幸せはない」ことを実感し、
お互いに無理をしないで楽しみな
がら「健康づくり」活動ができる
よう微力ではありますがお役に立
ちたいと思います。

　　　　　　　　この度、棚橋前
会長の突然のご逝
去により会長に就
任 す る こ と と な
り、責任の重大さ
に身の引き締まる
思いです。

　「結核は昔の病気だ」と思われ
ている人が多い中、結核は現在で
も多数の患者さんが発症し、亡く
なられている感染症です。高齢者
だけでなく若い方にも感染すると
いう事を多くの人々に周知する為
にも、複十字シール運動を通して
結核予防啓発運動へ取り組んでい
ます。家庭や地域の人たちの健康
を守るため、地域に根ざした様々
な活動を会員の皆さんの協力を得
ながら広めていきたいと思ってい
ます。８月５日には、熊本県知事
表敬訪問を行い、県や各市町村へ
も複十字シール運動への呼びかけ
とご協力をお願いしてきました。
　結核予防についての正しい知識
と検診の大切さをまずは会員の皆
様にご理解いただき、結核予防の
啓発運動の輪を広げたいと思って
います。そのためにも、各県の会
長の皆様のご指導を今後共よろし
くお願いいたします。

愛知県地域婦人団体連絡協議会
会長　河野　ともえ

奈良県健康を守る婦人の会
会長　岡波　圭子

島根県連合婦人会
会長　野々内　さとみ

高知県健康づくり婦人会連合会
会長　熊田　敬子

熊本県地域婦人会連絡協議会
会長　荒木　ミドリ

会長就任ご挨拶
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　結核予防会の元職員であり、25
年にわたって、国際機関で活躍さ
れている清田明宏医師が今年５月
に「天井のない監獄　ガザの声を
聴け！」（集英社新書）を出版さ
れました。清田医師は、かつて筆
者とともに、結核研究所の国際協
力部を立ち上げた一人で、2015年
に第18回秩父宮妃記念結核予防国
際協力功労賞を受賞されています。
　「ガザ」と言っても、馴染みが
ない地域かもしれません。東地中
海の沿岸パレスチナ地域にある歴
史的にも古い交通の町・ガザを含
む地区で、東京23区の約６割程度
の広さですが、本書は、国際政治
の狭間の中で、そこに住む人々が
どんな窮状に遭遇しているかを伝
えています。
　第２次大戦後、地中海の東岸に
位置するパレスチナ地方にユダヤ
人の国イスラエルが建国されたた
め、それ以前に住んでいた住民の
多くは、難民化し、80万人もが難
民キャンプでの生活を余儀なくさ

れました。その後、イスラエルと
ヨルダンに挟まれたヨルダン川西
岸地区と、イスラエルとエジプト
にはさまれ地中海に面するガザ地
区にパレスチナ人による自治区が
生まれました。それ以降、この地
域は70年に渡り、世界経済や政治
がうごめく一つの拠点として、550
万人の人々が難民化しています。
　その難民救済のために、国連に
よりパレスチナ難民救済事業機関
（UNRWAウンルワ）が作られ、
清田医師は、その保健局長として
アンマンを基地に現在活躍中です
が、現在、中東で活躍する数少な
い日本人です。
　自治区は、イスラエルによる封
鎖や移動制限により、経済は大き
な打撃を受けています。軍による
ガザ侵攻やハマスによるガザ制圧
による混乱など、軍事的、政治的
混乱によって経済状況が極度に悪
化しています。特に、ガザ地区で
は、住民は国境も容易に超えるこ
とができず、食糧や保健医療も限
界の中で、「天井のない監獄」の
状態に置かれています。
　U

ウ ン ル ア

NRWAはこれらの地域の住
民のために、診療所の設置や食糧
援助などを行っていますが、重な
る戦禍や生活上の制限、就職もで

きない状況の中で、200万人を超
える住民の８割が食料などの援助
に依存し、失業率は40％以上で、
生活状況は悲惨です。3000人以上
の避難所となっていた学校がイス
ラエル軍より空爆され、多くの死
傷者も出ました。
　清田医師は、U

ウ ン ル ア

NRWAの保健分
野の責任者として、総合的ケアの
ための家庭医チーム、電子カルテ
や母子手帳の導入など、積極的な
支援事業を展開して大きな成果を
上げてきました。日本国政府も支
援をしてきましたが、最大の支援
国であった米国が資金の打ち切る
ことになり、医薬品の調達をはじ
め、活動資金の調達にも苦労して
います。
　何よりも現地の状況を日本の
人々に伝えて、理解を得ようと本
書が書かれました。本書には、数
人の人々の生の声や子供の状況な
ど、顔の見える紹介も多くあり、
大変読みやすくなっています。ま
た現地の子供たちが東北の津波の
映像に流した涙や、日本の子供た
ちとの交流や凧揚げなども紹介さ
れています。多くの方々にぜひ読
んでいただきたいと思います。
　本書を通して、世界政治のはざ
まの中で、苦しんでいる人々の声
を聴き深く理解し、そのために思
いを馳せることは、貴重な国際貢
献の一歩でもあります。また本書
の印税は、すべてU

ウ ン ル ア

NRWAに寄付
され、ガザのためにも使われます。
ぜひ読んでください。

� 結核予防会代表理事
� 石川　信克

清田　明宏医師が訴える「ガザの声」を聞いてください
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はじめに

　「生きがい」という言葉が今世
界で広がっている。そのきっかけ
となったのが、スペイン人のエク
トル・ガルシアさん著書「Ikigai: 
The Japanese secret to a long 
and happy life」。ヨーロッパで出
版したところ、スペインやフラン
スをはじめ、たちまちベストセ
ラーになり、既に42か国で翻訳さ
れているのだそうだ。

　生きがい研究の第一人者神谷美
恵子先生によれば、生きがいとい
うことばの使い方には、次の二通
りあるという。この子は私の生き
がいです、などという場合のよう
に生きがいの源泉、または対象と
なるものを指すときと、生きがい
を感じている精神状態を意味する
ときと、この二つである。後者は「生
きがい感」と呼び、区別している。
さらに生きがい感と幸福感の違い
も指摘している。生きがい感は幸
福感の一種で、しかもその一番大
きなものだという。生きがい感に
は幸福感の場合よりも一層はっき
りと未来に向かう心の姿勢がある。
たとえば、現在の生活を暗たんと
したものに感じても、将来に明る
い希望なり目標なりがあれば、そ
れに向かって歩んで行く道程とし
て現在に生きがい感を感じられる
のだという。さらに、人間がもっ
とも生きがいを感じるのは、自分
のしたいこととやるべきことが一

致するときとも言っている。

サラリーマン

　ところで、今の働く世代は生き
がいがあるのだろうか。「サラリー
マンの生活と生きがいに関する調
査」（年金シニアプラン総合研究機
構）によれば、最新の第６回（2016
年度）調査結果では、「生きがいを
持っている」と答えた人の割合が
初めて５割を切ったという。第２
回（1996年度）調査の78.4%から一
貫して下がり続けた生きがいのあ
る人の割合は、前回（2011年度）
から一気に12.3ポイント低下、今回
（2016年度）ついに43.6%となって
しまった。要するに「会社員の二
人に一人以上は生きがいがない」
ということを示している。ゆとりの
有無について聞いた設問も厳しい
結果を示していて「時間的ゆとり」

「経済的ゆとり」「精神的ゆとり」「友
人・仲間」について、欠けている
と評価する人の割合が軒並み前回
より上昇している。また、1957年
以降に生まれた世代は、団塊およ
び団塊以前の世代に比べると生き
がい保有率の水準が低いこともわ
かった。今回の結果から、仕事も
家族も生きがいではないという難
しい時代であるとともに、特に現
役世代にとっては分かりやすい生
きがいが見つけにくくなっている
という状況が浮かび上がる。

健康と生きがい

　「健康生きがい学会」の名誉会

長をされていた日野原重明先生
は、かねてから生きがいの重要性
を訴えておられた。生きがいがあ
るということは、日々の生活が充
実し、達成感を持つということ。
生きがいとは、特別、大上段に構
えたようなものではなく、自分の
身近なところでいくつも見つける
ことができる。人間は生きがいを
持つことが大切であり、生きがい
は人間を解放すると。
　健康を実現できるかどうかも生
きがいが大きくかかわってくる。
つまり、健康と生きがいは一体の
ものだということであり、これか
らの高齢社会における健康と生き
がいは、ワンパッケージのものと
いうことである。そして、仲間づ
くりこそが健康と生きがいの原点
である。社会性のある生活を最後
までおくるということがとても大
切になってくる。

おわりに

　現代社会は変化のスピードがと
ても速く、今日明日のことしか考
えられなくなっている。Ikigaiの
著者エクトル・ガルシアさんによ
れば、スペインに「生きがい」と
いう言葉はなく、「生きがい」は
すごく意味深い言葉なのだとい
う。人生に、意義や満足感、幸福
感をもたらすこと、それこそが「生
きがい」であると書いている。今
一度我々日本人こそ生きがいを見
つめ直してもいいのかもしれな
い。

生きがいとは

� 埼玉医科大学社会医学
� 教授　　亀井美登里

コラム　生きがいについて
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　令和元年９月６日（金）に、カンボジアのヘルスボランティアさんへ10台の自転車を寄贈しました。
　地域の患者さんのところへ出向くのに、自分たちで修理できる自転車を希望されていました。贈呈式では、
多くの笑顔が見られました。
　前かごには、「結核予防婦人会から、ピアレン地区へ寄贈」とクメール語と英語で書かれています。

カンボジアヘルスボランティアさんへ自転車を寄贈

10台の自転車を前に笑顔のヘルスボランティア左からピアレン医療圏郡結核担当官、ヘルスボ
ランティア、ピアレン医療圏郡局長、同結核担
当官とで記念撮影

前カゴ拡大写真
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